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実は、私が現在勤めています金沢大学附属
中学校は、今ある場所に移転するまではこの金
沢21世紀美術館が建っている、まさしくこの場
所にありました。美術館の周囲に今も植えられ
ている大きな木は、当時中学校にあったものが
そのまま残っているというふうにも聞いていま
す。そうしたことからもこの美術館には親近感
をとても覚えていますし、今回のような機会にこ
うして参加させていただけることは、何か不思
議な縁のようなものも感じているところです。と
ても感謝しております。
昨日のトーク・セッションでは、美術館側の立
場から教育についてのさまざまなお話を聞くこ
とができました。ただ、ここまでのところでなか
なか学校教育の部分が出てこなかったような気
もしますが、今日はそれを最後にまとめて聞い
ていただくことになります。
今回は、「美術館連携の取り組みについて」

というテーマで行うことになっているのですが、
美術の授業を行う学校現場側の立場、まさしく
今、学校で美術を教えているわけなんですが、
ここまでに実践してきた授業の報告と、それと
併せて今考えていることについて少しお話をし
たいと思っています。
今、前半《PIKA PIKA PROJECT》の楽しい

ＤＶＤが出たりしたので実践報告に入りたいん
ですが、多分、美術館関係の皆さん、それから
学校の先生方、両方の立場の方がいらっしゃっ
ていると思いますので、実践の報告に入る前
に、中学校で鑑賞教育を行うにあたってどのよ
うなことを考えなければいけないか、どんなこ
とを考えているかということを少しまとめておき
たいと思います。
まず、学習指導要領に準拠した内容であるこ
とです。ご承知のとおり、現在、学校における教
育活動は、国で定められた学習指導要領に示さ
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れた目標や内容に基づいて行われています。
学習指導要領は、これまでほぼ10年間隔で

改定が行われてきていて、一昨年、平成20年
に次の学習指導要領が告示されました、中学校
の場合です。再来年、平成24年度から新しい
学習指導要領が完全実施になるのですが、今
はその移行期間ということで、全国の中学校そ
れぞれ部分的に運用が始まったりしているとこ
ろです。
ちなみに学習指導要領ですが、実物はこれ
です。こういうA4サイズの、中学校は黄色い冊
子になっています。とても簡単な冊子ですが、
これが学校教育のよりどころになるものですの
で、もし今ここに来られている美術館の皆さん
で、学校との連携活動等をされるという担当の
方いらっしゃいましたら、多分すでに持ってい
らっしゃるとは思うんですが、これは必携だと
思います。ちなみに定価が96円。とてもリーズ
ナブルになっていますので、ぜひそろえていた
だきたいなと思います。
さて、中学校の学習指導要領では美術科の
目標が、次のように示されています。
「表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術
の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する
心情を育てるとともに、感性を豊かにし、美術
の基礎的能力を伸ばし、美術文化についての
理解を深め、豊かな情操を養う」、とても美しい
言葉ですが、何を言っているかよくわからない
かと思います。
ただし、この文章を読んでいくと、冒頭にある

ように美術の活動は大きく2つ、表現と鑑賞に
分けられています。そして、その2つの活動を
通して、子どもたちに育てていきたい力は、創
造活動の喜び、愛好する心情、豊かな感性、豊
かな情操といった言葉で示されている、いわゆ
る心の働きと言っていいかと思うのですが、そ

れと知識として知っている、技術を知っていると
いう知識やそれができるという意味での技能と
いった、この2つの基礎的な能力というふうに
考えていくとわかりやすいかと思います。
指導要領は、長い文章でそれぞれ示されるこ

とが多いので、こういう形でかみ砕いていくと
理解はしやすいかなと思います。釈迦に説法
かと思いますが、よろしくお願いします。
つまり、中学校の美術教育における鑑賞活
動を考える際には、1. 鑑賞活動を通して、「心
の働き」と「基礎的な能力」を育てるということ。
それから、2. 鑑賞活動単独ではなく、表現活
動との関わりをやはり意識していくことが重要
じゃないかというふうに思います。
鑑賞活動でこうした目標を実現するための学
習内容についても学習指導要領に示されてい
ます。例えば、造形的なよさや美しさ、作者の心
情や意図と表現の工夫、美と機能性の調和、生
活における美術の働き、作品に対する思いや考
え、作品に対する自分の価値意識、美術や文化
と伝統に対する理解と愛情、美術文化の継承と
創造への関心、日本及び諸外国の美術や文化
の相違と共通性などなど、たくさんの言葉で指
導要領の内容の中には文言が並んでいます。
ですが、実はその内容はどんな作品を見れ
ばいいのか、どんな時代について学べばいい
のか、どんな国について日本と比較すればい
いのか、そうした具体的なことについてまでは
示されていません。これは先生方ご存じのこと
だと思います。
それは鑑賞教育だけではなくて、表現活動の
場合でも同様なことが言えると思います。具体
的にどんな材料を使って、どんな絵を描けばい
いのかといったことが示されているわけではな
いわけです。つまり、授業の具体的な内容の計
画や決定は、それぞれの学校や個々の先生方
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に大きく委ねられているわけです。
これは、他の教科でも学習指導要領につい
ては、おおむね同様のことが言えますが、美術
の場合はそれがとりわけ顕著だと思います。そ
のことは、個々の美術教師が自由に授業の計画
を立て、実践できるという長所でもあるのです
が、教師自身がしっかりしたねらいや考え方の
方向性を持っていなければ、何を行えばいい
のかよく分からないということにもなる短所で
もあるかと思います。実は、ここがとても重要な
ところだと思うんです。先生方が自分のねらい
や自分はどんなことを考えるのかといった方向
性をきちんと持っていないと、実はどう使ってい
けばいいのかというところが非常にあいまいに
なっていく、そういうものだと思います。
さて、次に美術館と連携した鑑賞活動につい
て述べたいと思います。これは、今、実は学校
の我々が法的拘束力のある指導要領でなかな
か動きにくいというか、そこがよりどころになっ
ているんだという話をしましたが、今度は逆に
美術館の方の話、美術館の皆さんの方に寄り添
う形の話になるかと思います。
学習指導要領の中にも「各学年の鑑賞の題
材については美術館、博物館等の施設や文化
財などを積極的に活用するようにすること」と
明記されています。ですから、当然、取り組ん
でいかなければいけないわけですが、中学校
で美術館と連携した鑑賞活動を行うのには、な
かなか難しい問題があると思います。その理由
は幾つか考えられるのですが、まず物理的な理
由が3つあるかと思います。
１つは、学校の近くに美術館がなかったり、近
くにあっても移動の交通手段がないといった地
理的環境の問題です。幸いなことに金沢の場
合、金沢21世紀美術館も石川県立美術館もほ

ぼ金沢市の中央にあり、例えば私の学校からも
車で15分ほどでここに来ることができます。移
動の交通手段については、金沢21世紀美術館
は、アートバスという移動用のバスを持ってい
ますので、この点については大変恵まれた環境
かと思います。

2つ目は、中学校の学習形態による困難さで
す。中学校の授業は、教科ごとに担任が異なる
ため、特別にまとまった授業を美術に変更する
と、ほかの教科や先生方に大きな予定の変更
を強いることになります。小学校はこの点、1人
の先生が担任として全部の教科を持っていま
すので、その日は図工をまとめて取って、残り
にほかの教科をするということが中学校に比べ
て、しやすいと言えばしやすいのですが、中学
校はそこがとても難しいということです。それ
を解決するためには多分早い段階から計画を
提案して、それから学校の先生方全員の理解を
いただくことが必要になってくるかと思います。
金沢でもこれまでに美術館を活用した授業

実践は行われているのですが、こうした理由か
ら残念ながら小学校に比べて中学校ではその
実践がほとんど行われていないのが実情です。
今日は、美術館を活用した2つの授業実践

を発表させていただきますが、どちらの授業も
その実現に向けて最初に考えなければいけな
かったこと、クリアしなければいけなかったこと
は、まさに今お話をした中学校の学習形態によ
る困難さのところでした。

3つと言ったうちの3つ目は、これは簡単で
して、予算の問題です。例えば、交通機関を使
うときに無料のミュージアムバスが使えない場
合、貸し切りバスを使わなければいけなかった
りするわけで、そうした場合の予算を生徒から
集金をするのか、あるいはどこから出していた

だくのかといったようなことは、やはりクリアし
ていかなければいけない問題ということです。
3つの物理的な問題というのをお話しました。
実は、中学校で美術館と連携した鑑賞活動

がなかなかできない困難な理由には、もう一つ
あるように思っています。それは、我々学校の
美術教師側の問題じゃないかと思うんです。美
術館に出向いての鑑賞教育をもし考えるとき
に、それをやりたい、あるいはやれそうだと言っ
たときに、まず我々の多くが考えるのは、何を見
ようか、何か面白い企画をやっていないかとい
うところになると思います。
運よくその時に美術館が企画展を開催して
いて、そこでワークショップがあるといったよう
な場合にはそれはもうとてもラッキーですよね。
しかも美術館のほうが子どもたち向けに、学校
の生徒たち向けに、ガイドブック等をつくってく
れていたりしたら、美術の教師が引率していく
ためには、もうこれは最高です。
その時点で、先に述べていた物理的な条件
がクリアできていれば、あとは当日子どもたち
を引率して、注意事項を聞かせて、解散した後
は作品を壊さないか、大騒ぎしないか、はらは
らしながら様子を見ていて、終わりが近づいた
ところで集合かけて、ワークシートなどを書か
せて、子どもたちの顔を見ていると普段学校で
窮屈だったのがとても楽しそうな顔をしている
わけですから、ああ生き生きしていてよかった
なと、集めたワークシートを見てみると、それぞ
れがとてもいいことが書いてあるわけです。楽
しかっただの、あの作品が面白かった。ついそ
れを見て、ああやっぱり生の美術館はいいな
と、美術館に連れてくる鑑賞教育はいいなとい
うふうに納得してしまう、そういう鑑賞の教育と
いうのが往々にしてまだあるんじゃないかなと
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いうふうに思っています。
確かに美術館に子どもたちを引率してきて、

その場に本来埋め込まれている学びというもの
を子どもたち自身が体験していくことは、とても
大切なことだと思うんです。ただし、子どもたち
がそれぞれその場で一体何を感じ取るのか、あ
るいは教師側が求めているような、こんなふう
に感じてくれたらいいなということを感じてくれ
るのか、気づいてくれるのかということについ
ては、私自身は若干疑問に思っているんです。
やっぱりどうしてもその場で子どもたちがそこに
気づくための一言の声かけやコーディネートみ
たいなものが必要じゃないかと思っています。
金沢21世紀美術館のような現代美術を扱う
美術館や現代美術の展覧会の場合、実は美術
の先生の方からも現代美術はよく分からないと
いうような声を聞くことがあります。美術館が
企画する先生方対象の研修会や教員対象の無
料鑑賞ウィーク、金沢21世紀美術館では、新し
い企画展があるたびに先生方に1週間無料で
展覧会を見せてくれるという無料の期間を設け
てくださっています。実はそういう美術館の取
り組みというのも、分からない、引率だけしてく
る、そういう先生方にできるだけ美術館側に寄
り添ってもらうための手立てになっているのか
もしれないなと思うこともあります。
いずれにしても、こうした我々教師の問題に

ついては、限られた鑑賞活動の時間の中で美
術館が持っている学びの可能性に子どもたち
自身が気づくのを見守る、受け身で消極的な姿
勢でなくて、たくさんの学びの中から今回自分
は何を学んでほしいのか、何に気づいてほしい
のか、何を体験してほしいのかといった願いを
美術の教師がしっかりと持って、それを伝えて
いく、そういう形が美術館との鑑賞教育の中で

は大事になっていくのではないかと思います。
これまでに行ってきた実践については、常に
そういう意味で美術館側から提供していただ
いたものもあるのですが、それをどう使おうか、
自分はどうしようかということを考えながら実
践をしてきました。
それでは、実践の報告に入らせてもらいま
す。写真でずっと話していきます。
これは、金沢21世紀美術館にあります「タレ
ルの部屋」です。正式名称は、ジェームズ・タレ
ルという作家の《ブルー・プラネット・スカイ》と
いう作品です。天井が吹き抜けになっている
部屋で、多分ご覧になった方も多いかと思い
ます。この作品は常にそこにあるわけで、いつ
行ってもいいわけです。まずそこが一つ強みか
なと思いました。他の学校の先生も自分が空い
たときに子どもたちを連れて行けるじゃないか
ということで、まず自分が何かできないかとい
うのがきっかけです。
入ってみると、天井に穴があいていて、そこ

から空が見えるんです。どうしようかなと思っ
たんですが、そのとき考えたのは、切り取るとい
うキーワードでした。最近の子どもたちは携帯
を持って写メを撮っているんですが、写メとい
うのは、まさしく風景を切り取っていくという活
動です。ただし、そのときにその子たちは友達
を撮る。みんなピースサインをしながら写真を
撮ったりしますが、撮り終わると頭の上から電
柱が生えていたり、後ろを知らないおじさんが
通っていたりというのが往々にして起こるんです
が、そうじゃなくて、常に四角の枠というものを
考えることで、物がしっかりと構図とかバランス
という難しいこと言わなくても、広い風景から切
り取るんだ、どこを切り取りたいんだということ
を考えるだけでよくなるんじゃないかということ

を考えて臨みました。使ったのはデジカメです。
デジカメで撮影する前にデスケル、通し枠を一
つ持たせて、風景を切り取るという作業をやら
せました。
活動の前に全員「タレルの部屋」に集合させ

まして、そこで美術館の学芸員の方から作品
について、作者についてのお話を伺います。こ
れについては美術館側が持っている、あるいは
アーティストが持っている本来のねらい、そうい
うものを学ぶという意味もあります。
お話を聞いた後、カメラ、通し枠を持たせて解

散します。この時、雨が降っていたのですが、子
どもたち、三 五々 周々囲に入っていくわけです。
幸いなことに、金沢21世紀美術館はとても形
態が幾何学的でシンプルなので、構図のもの
を使うときにはとてもいいんです。この時、子ど
もたちが撮った作品をお見せします。
カメラのアングルなんていうのは一緒に回り
ながら一言、カメラの位置を変えてごらんとい
うようなことを言ったりもしますが、具体的にど
うしなさいというようなことはほとんど言いませ
ん。ただし作品がこんな形で出てくるので、あ
あ持っているものはあるんだなということを感
じました。

2つ目は、《PIKA PIKA PROJECT in Kanaza-

wa》。先ほどお話があったものです。
これについては、自分が積極的にかかわっ
たというよりも、まず、京都教育大学の石川
（誠）先生の方から科研費の研究で、金沢21

世紀美術館で何か行いたいということがあ
り、次に美術館の方からトーチカさんの《PIKA 

PIKA PROJECT in Kanazawa》を提案してい
ただきました。
ただ、そこに乗っかるだけではと考えまして、

この時はキーワードをまずアニメーションとい
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うことにしました。今日も作家のトーチカさんい
らっしゃっているんですが、トーチカさんはアニ
メーターではないわけで、アーティストの本来
の意図と合っているのかどうかということは別
にして、実は学校では今アニメーションの授業
というのは、さっきの指導要領の中にもアニメー
ションという言葉が出てきたりしますし、メディ
アというような言葉も出てきますし、そういうとこ
ろにリンクさせられるかなと思ったわけです。
先の風景を切り取るほうは1回だけの授業

でしたが、今度の《PIKA PIKA PROJECT in 

Kanazawa》については、全10回の選択の美術
の授業の中の1回の位置づけで授業を行いま
した。最初に紙2枚を使ってのパラパラマンガ
というかパラマンガです。子どもたちにはパラ
マンガと言っていたんですが、めくって立ち上
がって座って、立ち上がって座ってというような
マンガ。それから、昔教科書の隅に書いたよう
なメモパッドのところに書くパラパラマンガ。そ
ういったものをやった上でデジカメを渡しまし
て、デジカメのアニメーションを撮らせました。
実は、自分がこういうことを考える際にとても
大事にしていることが、どこの先生でもやれる
んだということです。なので、特別なソフトとか
を用意することがなくやれることはないかと考
えました。初めはウィンドウズのスライドショー
をすごいスピードでやれないかと思ったんで
すが、できませんで、金沢21世紀美術館の方に
紹介していただいたSusieというフリーソフトを
使うことにしました。このSusieは、フォルダに
入っている画像を連続で順番に映していくとい
うソフトです。
子どものつくった分をちょっとお見せします。
バイバイしてグーになってまた最初に戻るとい

う。これは、楕円の形と正円の形の2枚の紙を
使って、それを順番に置いて10コマでつくった、
黒板に両面テープでポンと張って撮っただけの
ものなんですが、たまたまそれを行っていたとこ
ろ、この間の《PIKA PIKA PROJECT in Kanaza-

wa》のほうでは、ペンライトを使って同じものを
していただけたので、大変ラッキーでした。
最後にちょっとまとめたいと思います。美術

館との連携を図る上で、我々教師側の問題につ
いて今少しお話をしましたが、確かに先生たち
は忙しいと思います。私自身もそれは一番よく
分かっているところです。ただ、忙しいというと
ころでストップしてしまうのではなくて、どうした
らいいのか、できることはないのか、どこならや
れるのかという発想でいったときに、例えば美
術館に、いつでも見ることができる常設展に行く
ことであったり、それから学校の中でそこにある
機材でできる活動であったり、そういうことを考
えていくことがとても大事だと思います。何か
新しいソフトであったり、特別な展覧会であった
り、そういったものに行く必要はないんじゃない
かと思います。逆に、我々自身がそうした思いを
しっかり持っていないと、ありがたいことに、今
日ここまでに美術館の方々が発表してくださっ
たように、美術館というのは、とても親切にいろ
いろなものを提供してくださっているんです。だ
から、そこのところに乗っかってしまおうと思え
ば、簡単に乗っかることができる。ただ、美術
館側の思いと我々の思いというものの共有でき
るところと、それからそれぞれの思いを受けと
めていくところと、その部分を事前にしっかりと
ディスカッションしながら実現していくというこ
とがとても大事じゃないかと思っています。
どうもありがとうございました。
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